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発
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文

編
集
人
／
武
川
・
福
谷

毎
週
水
曜
日
、
夕
方
六
時
半
を
過
ぎ
る
と
真
野

ヽ
小
学
校
の
開
放
教
室
か
ら
「
ド
ン
ド
ン

・
ド
コ
ド

コ

・
ス
ッ
ト
ン
ス
ッ
ト
ン

・
ド
ド
ン

・
ド
ド
ン

」

と
太
鼓
の
音
が
が
響
い
て
く
る
。
長
田
の
宮
神
撫

太
鼓
研
究
会
の
始
ま
り
で
、
今
晩
の
参
加
者
は
男

性
八
名
、
女
性
十
四
名
だ
。

長
田
の
宮
神
撫
太
鼓
研
究
会
は
一
九
七
五
年
に

結
成
さ
れ
「
神
戸
ま
つ
り
」
を
は
じ
め
地
域
の
催

し
に
出
演
し
、
昨
年
は

三
十
回
も
演
奏
し
て
い
る
。

練
習
が
始
ま
っ
て
十
五
分
位
す
る
と
近
所
に

住
ん
で

い
る
ニ
オ
三
ヶ

月
に
な
る
岩
崎
鳳
淳
ち
ゃ

ん
が
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
連
れ
ら
れ
て
仲
間
入
り
す

る
。

「
な
か
よ
し
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
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神
戸
市
の
復
旧
・
復
興
の

情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た

死
者
・
行
方
不
明
者
四
五
七
一
名
、
負
傷
者
一
四
六

七
九
名
、
家
屋
の
全
・
半
壊
一
ー
ニ
九
二
五
棟
、
全
・

半
焼
七

0
四
五
棟
に
の
ぼ
っ
た
神
戸
市
」
に
お
け
る
復

興
活
動
を
豊
富
な
図
表
・
写
真
等
で
克
明
に
記
録
。

震
災
直
後
の
応
急
復
旧
か
ら
、
生
活
再
建
へ
の
取
り

組
み
、
心
の
ケ
ア
、
復
興
ま
ち
つ
く
り
事
業
、
産
業
・

文
化
の
再
生
、
今
後
の
防
災
対
策
の
方
向
性
、
反
省
と

教
訓
ま
で
を
網
羅
し
た
関
係
者
必
読
の
書

IIり
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へ
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ほ
か
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情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ヘ
ス
タ
ー
ト長

田
の
宮
袖
枷
太
鼓

で
メ
ン
バ
ー
が

4
人
に
減

っ
て
し
ま
っ
た
が
、
“
頑

[-

張
れ
真
陽
”
“
な
か
よ
し
祭
”

“
寅
さ
ん
祭
”
等

に
出
演
し
た
」
そ
う
だ

。

．

t

太
鼓
の
構
成
は
、
長
胴
太
鼓
、
当
り
鉦
、
篠
笛
、

チ
ャ
ッ
パ
か
ら
な
っ
て
お
り
単
純
な
リ
ズ
ム
の
中

か
ら
各
自
の
個
性
を
出
し
な
が
ら
調
和
す
る
。
会

の
名
称
“
神
撫
”

は
、
現
在

の
高
取
山
を
古
来
の

人
々
は
「
神
様
が
撫
で
て
で
き
た
山
1
1
神
撫
山
と

呼
ん
で
い
た
」
と
の
由
来
だ
そ
う
だ
。

三
浦
さ
ん
は
震
災
で
傷
つ
い

た
長
田
に
「
色
々

の
国
々
の
人
々
が
集
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
て
る

応
援
歌
と
し
て
打
ち
鳴
ら
す
」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

長
田
の
宮
神
撫
太
鼓
の
問
い
合
わ
せ
は
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ん
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(3) 人・街・ながた震災資料室だより 人・街・ながた震災資料室だより (2) 

あ
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
5
年
余
が
過
ぎ

て
、
長
田
の
街
は
徐
々
に
姿
を
変
え
復
興
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
長
田
区
の
人
口
は
現
在
約
1
0

万
7
千
人
と
震
災
前
の
1
3
万
人
に
は
い
ま
だ
に

戻
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

自
治
労
本
部
は
、
当
時
、
長
田
区
役
所
内
に
設
置

し
た
「
自
治
労
長
田
デ
ス
ク
」
を
軸
に
、
避
難
所

運
営
業
務
を
中
心
に
震
災
直
後
か
ら
3
月
末
ま
で

の
約
2
ヶ
月
間
、
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
組
合
員

が
長
田
区
の
復
奥
の
た
め
献
身
的
に
活
動
支
援
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
「
人
と
人
が
支
え
あ
う
」
こ
と
の
大
切

さ
を
学
び
、
そ
の
時
の
貴
重
な
体
験
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
「
人
・
街
・
な
が
た
震
災
資
料
室
」

を
平
成
9
年
1
月
に
被
災
地
の
長
田
区
役
所
に
開

設
し
、
震
災
関
係
資
料
を
収
集
、
保
存
し
て
い
ま

「
防
災
自
治
研
究
集
会
」

ロ
全
体
集
会
：
兵
庫
県
立
文
化
体
育
館

口
分
科
会
：
新
長
田
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
他

二
時
期
は
未
定
：
・

※
震
災
資
料
室
展
・
物
産
展
等
も
実
施
予
定
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開
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震
災
か
ら
5
周
年
：
・

再
び
あ
の
被
災
地
へ
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1

・
座
談
会

ロ
出
席
者
：
（
肩
書
は
震
災
時
）

・
高
嶋
良
充
（
自
治
労
副
委
員
長
）

•
斎
藤
譲
（
自
治
労
組
織
局
長
・
阪
神
淡
路
大
震

•
森
脇
健
司

•
兵
藤
宏

「
再
び
神
戸
へ
」

災
復
旧
支
援
活
動
現
地
事
務
所
長
）

（
自
治
労
現
業
局
長
・
復
旧
支
援
活

動
現
地
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
）

（
自
治
労
兵
庫
県
本
部
調
査
部
長
・
復

旧
支
援
活
動
東
灘
デ
ス
ク
）

人
び
と
が

n治
体
を
つ
く
る
。

人
び
と
と

H
治
体
が
政
府
を
つ
く
る
。

人
び
と
と
目
治
体
と
政
府
が
枇
界
を

つ
な
ぐ
。
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一
年
後
の
神
戸

L
1
生
・
復
興
ま
ち
つ
く
り
の
現
状
と
課
題
出
函
社
明
神
戸
市
財
致
の
現
状
と
課
題
~
卓
萬
報
告
｀
地
ぽ
痒
産
の
再
生
に
む
け
て
ふ
森
九
州
釈
＋
大

m

＂
の
雇
用
は
ど
う
守
ら
れ
た
な
黒
飼
隆
雄
防
神
次
路
大
震
“
点
か
ら
一
年
を
経
て
・
兵
忌
宏
被
及
住
民
支
援
の
一
年
村
井
雅
晨
大
賀
塁
大
郎
飛
田
緒
一

2[
>

9

ー
は
囁
重
」
司
肖
K
-茂

-

1

'

二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
の
と
き
に
、
国
内
外
か

ら
の
震
災
復
興
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
人
々
の
ご

支
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
神
戸
の
ま
ち
の
魅

力
と
夢
を
発
信
し
ま
す
。

2
0
0
1
年
（
平
成
1
3
年
）
1
月
1
7
日
か
ら
9

月
3
0
日
ま
で
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
神
戸
市
内

一
円
で
開
催
し
ま
す
。

女
『
サ
ン
ク
ス
・
フ
ラ
ワ
—
・
・
・
ひ
ま
わ
り
』

感
謝
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
花
と
し
て
“
ひ
ま
わ
り
”

（
向
日
葵
）
の
種
子
を
贈
り
，
全
国
各
地
で
太
陽
に

向
い
大
き
な
花
を
咲
か
せ
て
、
そ
の
種
子
を
神
戸
へ

持
ち
帰
り
、
再
び
大
輪
の
ひ
ま
わ
り
の
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

▽
神
戸
新
し
い
は
じ
ま
り

S
す
べ
て
の
や
さ
し
さ
に
感
謝
し
て
S
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神
戸
2
1
世
紀
・
復
興
記
念
事
業

ひ
と
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tt
逓
き
、

暉
自
治
研
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人
・
街
・
な
が
た
震
災
資
料
室
ほ
か

主

催

自

治

労

し
た
。 震

災
5
周
年
を
契
機
に
し
て
、

被
災
地
か
ら
あ

ら
た
め
て
つ
ぎ
の
企
画
を
発
信
す
る
こ
と
に
し
ま

女
『
神
戸
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
』

あ
の
大
震
災
の
時
、
献
身
的
な
支
援
を
い
た
だ
い

た
方
々
に
市
民
の
ひ
と
り
と
し
て
感
謝
の
心
を
一

通
の
手
紙
に
託
し
ま
す
。

そ
し
て
、
新
し
く
蘇
っ
た
神
戸
の
街
で
感
動
の
再

会
の
日
を
迎
え
ま
す
。

E
y
e
ラ
ン
ド
フ
ォ
ル
テ
が
あ
る
。
同
資
料
室
が
集

ま
っ
た
避
難
所
の
資
料
を

盆
じ
た
と
こ
ろ
、
高
齢

地
域
に
密
瘤
…
学
校
の
避
罪
所

噂
讐

30

叫
罰

人
・
街
・
な
が
た
霞
災
資
料
室
で
は
震
災
資
料
の

収
集
・
保
存
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
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tr逓
C

神戸市

神戸 21世紀・復興記念事業準備室

〒650-0021神戸甘J中央IX_-：宮町1-9-1センタープラザ!OF

Tel.078-322-6391 Fax.078-327-0785 

E-n訊 ii:ko hr21 cCa nfficr.city.ko bc.jp 

¥ I I / 、三

2
•

月
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治
研
]
特
集
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発
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•
市
川
斉

(
S
V
A
)

•
清
水
誠
一
（
神
戸
市
職
労
長
田
支
部
長
）

•
木
下
敏
郎
（
現
神
戸
市
長
田
区
長
）

司
会

•
笠
見
猛
（
現
自
治
労
政
治
政
策
局
長
）

以
上
の
メ
ン
バ
ー
で
当
時
の
総
括
、

望
等
を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
す
。

震
災
か
ら
5
年
：
・

そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
と
論
文
を
掲
載

被
災
者
の
生
活
再
建
・
支
援
N
G
O
の
現
状
・
被

災
地
と
の
交
流
・
地
域
F
M
放
送
の
開
始
・
在
日

外
国
人
と
震
災
•
財
政
問
題
、
都
市
計
画
問
題
、

現
地
復
興
施
策
等
を
関
係
者
が
記
述
：
・

今
後
の
展


